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　2011 年 3 月 11 日に宮城沖を震源とする M9 クラスの東北地方太平洋沖地震が発生した。こ
の地震により、死者行方不明者は２万５千人を超え、筑波大学でも多くの実験施設が被災した。
このような巨大な地震が発生すると、全世界に展開されている地震観測網で、地震波形が観測さ
れる。このような全世界で観測された遠地実体波を用いて、本地震の震源過程を求めた。

　さて、一般に、我々は地球の真の速度構造を求めることはできない。また、地球を完全にモデ
リングすることもできないので、観測波形と震源過程を結びつけるグリーン関数の真の値を求め
ることはできない。我々が使用するグリーン関数には常に誤差を有する。このグリーン関数の不
確定性は、地震波解析に悪影響を及ぼす。特に、今回の巨大地震のような、震源時間が長く、か
つ、海溝付近で大きなすべりが発生するような地震の解析を難しくする。本研究では、我々が開
発してきた、グリーン関数の不確定性を考慮した波形インバージョン法（Yagi & Fukahata, 201
1, GJI）を適用することにより、他の解析とは異なる安定かつ詳細な解を求める。ここでは、デー
タの有する情報量を客観的に見積もるために ABIC を用いている。

　解析には、FDSN と GSN で観測された遠地実体波を IRIS-dmc からダウンロードして使用した。
観測波形から、不明確ではあるのもの少なくとも 3 つの波群を同定できる。これらの波群は、破壊
が非対称ながらも南北方向にバイラテラルに進行していることを示すものであり、近地強震動で
同定できる 3 つのイベントと矛盾しない。

　得られた震源過程モデルから、長さ約 450km、幅約 150km の断層が約 150 秒かけて動いたこと
が明らかになった。海底でのすべり量は、10 m を超える。また、震源付近で、約 80 秒わたって
断層すべりが継続していることが明らかになった。すべりの継続時間は、想定宮城県沖地震の震源
域では、短くなる。震源領域は、GPS 等で明らかになっていた地震前に歪みが蓄積していた領域
と一致する。

　本地震の特筆すべき点は、長いすべり継続時間である。すべりが継続することによって、最終
的なすべり量が大きくなり、結果として 30 m 以上にも達している。このような長いすべりの継続
と、大きなすべり量は、継続的な強度の低下による応力の解放が進行したことを示唆する。さて、
東日本は逆断層の地震が発生する場であったが、地震後、震源メカニズムは大きく変化して、震
源域より浅い領域や福島県沿岸では正断層の地震が卓越している。このような震源メカニズム解
の変化は、本地震の大きなすべりによって、同地域に蓄積された絶対歪みが解放された可能性を
示唆するものである。
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